
栗東市農業振興基本計画 骨子（案）～現況及び課題、農業振興の方向性等～ 
栗東市農業の 

強み・弱み 

農業、農地を取り巻く
＜機会（追い風）＞ 

・しがの農業みらい条例の制定

・ライフスタイルの変化、若者の

農に対する関心の高まり

・食の安全、信頼性（食品規格・認証） 

・SDGs（持続可能な開発目標）の取組 

・ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ需要、海外ﾏｰｹｯﾄの拡大 

・Society5.0、AI／IoT

・ｺﾝﾊﾟｸﾄｼﾃｨ、ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ 等

社会的潮流（外的要因） 

＜脅威（向かい風）＞ 

・全国的な農業従事者の減少

・米の産地間競争の激化

・自然災害、家畜疾病、気候変動

等への対応

・環境に対する負荷の増大

・ポストコロナ時代、ニューノー

マルの時代

等

現況及び課題 

※統計データからみる栗東市農業及び

各種調査結果（アンケート、ヒアリン

グ等）、第 1回委員会意見等より抽出

目指す将来像 

みんなでとりくみ 
未来へつなぐ、 

安心で元気な暮らし 
を育む栗東の農業 
基本方針・目標 基本施策 等 

１．農作物 
・本市の主要作目は水稲及び野菜であり、その他麦類

も栽培している。 

・作付面積は約 576ha（2015年）、うち水稲が 6割を

占め、次点の麦類と合わせて 8割を占める。

・作付面積は減少傾向が続く。水稲の減少が顕著であ

るが、野菜は増加傾向がみられる。 

・栗東市の特産品は「イチジク」「米」「軟弱野菜」な

どであるが、若い世代への認知度は低い。

・特産品として新たな品種等を導入するよりも、今あ

るものを活かし、より高めていくことが重要との意

見もある。 

・全国に誇る農産物がないなど、農業自体の魅力に乏

しいとの意見が市民から挙げられている。 

・販売事業者等の立場からは、地元農産物は出荷量・

品目・品質が安定せず、端境期の対応を含めて手が

出しづらい状況である。

稼げる農業、誇りを 
持てる農業の確立

①農作物供給の安定化、高

品質化の環境整備

②営農意欲の向上と持続

性の確保に向けた生産

者支援

③『栗東農業』の発信力及

び販売力の強化 

強
み

・米の安定的な生産

・野菜（軟弱野菜等）の

生産に適した土地

・特産品（イチジク等）

・直売所等が市内 3箇所

に立地

・安全、安心な農作物の生産、

供給体制の構築

・現状農産物の保護、活性化

・農産物直売所の販売力強化

・消費者に選ばれる栗東ブランド農作物の開発

弱
み

・全国規模の農産物がない

・地元農産物でも市民の認

知度は低い

・地元農産物の安定的な供

給体制が整っていない

・消費者の需要に対応した農

産物の生産、供給体制の構築

・栗東市農業についての認知

度向上、普及啓発（市内・外） 

・地産地消の推進

・フードロスへの取組（規格外

品の販売、有効活用） 

２．農業経営 
・農業産出額は 15億円前後で推移しており、全産業

の総生産額の 1％未満に留まる。

・市内産業として農業の占める規模（生産額ベース）

は概ね平均的（県内市町との比較）である。

・農産物の出荷先は農協が大部分を占めているが、近

年は消費者への直接販売も拡大している。 

・特産品であるイチジク等であっても、その消費は県

内にとどまっており販路が硬直化している。 

・認定農業者が他市町と比べ少ない。

・規模の小さい農家が多く、また法人化も進んでいな

い（全国及び県に比して低い法人化率）。

強
み

・大都市圏近郊に位置する

・農協（JA）広域合併によ

る販路の拡大が期待さ

れる

・大都市圏等を対象とした販

路の開拓・拡大、情報発信

・６次産業化の促進

弱
み

・県外への農産物（特産品

など）の販路が確立され

ていない

・認定農業者が少ない

・小規模な農家が多く、組

織化が進んでいない

・多様な農業経営の展開

（専業化、複合化等）

・農業経営の効率化の促進

（共同化、法人化等）

・スマート農業の普及促進

・小規模農業者等の安定した

農業経営に向けた支援（農作

業の省力化、施設・農機具の

一元管理等）

３．土地利用、農地 
・市域には平地が少なく、農地の規模を確保できる地

域は限られる。 

・経営耕地は市全体で減少傾向にある。

・耕作放棄地は過去 10年間で約 1.8倍に増加してお

り、市南部の中山間地域に比較的集積している

・遊休農地等を耕作していない理由として、耕地条件

の悪さや担い手の高齢化等が挙げられている。 

・土地持ち非農家には後継者不在が多く、今後これら

所有する農地の管理不足が進むことが懸念される。

・鳥獣害が拡大しており、特に中山間地域では農業の

継続に困難をきたす状況も見受けられる。 

・農業生産基盤については、一定整備が完了／事業中

であるものの、耕地条件の改善や農道整備など、地

域ごとに様々な課題が依然残されている。 

・都市（市街地）と農地が近く、市街地の開発との調

整等が求められる。

・まちなかに農業・農地が存在することについて、市

民からは肯定的な意見が多数を占める。 

地域の特性をいかした 
農地の確保と有効  
利用の推進  

①農地利用の最適化の推

進

②農業が持つ多面的機能

の維持向上

③多様な担い手の連携、協

力による農地の管理、活

用の推進

強
み

・災害が少なく比較的温暖

な気候

・農業生産基盤の整備は概

ね完了している

・まちなかに農業・農地が

存在することが市民の

暮らしに潤いや安らぎ

を与えている

・優良農地の確保

・農地の担い手への利用集積、

集約化等の推進

・市街地農地の有効活用（市民

農園、農地付き空き家の活用

等） 

・農地の多面的機能の発揮の

促進

・防災との連携（防災農地の

確保等）

・環境と調和の取れた農業の推進

弱
み

・農地としての適地（規模）

が少ない 

・耕作放棄地は増加傾向に

あり、鳥獣害も増えてい

る（特に中山間地域）

・市街地の開発圧力は依然

高く、まちなかの農地と

して有効活用が図られ

ていない

・地域に応じた生産基盤の

維持管理、整備

・（再掲）スマート農業の普及

促進

・耕作放棄地対策（再生、

発生防止）

・農地情報の集約管理（データ

ベース化、一元化） 

・鳥獣害対策の強化

４．農家、後継者 
・本市の人口は約 7 万人（2020 年）であり、今後も

当面は増加傾向が続く見込みであるものの、高齢化

が進み、市内各地で高齢化率は将来 3 割を超える

（2045年）と予測される。

・第 1次産業就業者数は全産業の 2％程度に留まり、

全国や滋賀県と比較して低い割合となっている。

・農家は一貫して減少傾向にあり、特に第二種兼業農

家の減少が顕著である。 

・農家の約 8割が 60歳代以上となり、今後さらに担

い手の高齢化が進行することが懸念される。

・農業従事者のうち約 4割が「農業を縮小したい／や

めたい」と考えており、その理由として高齢化や後

継者不足等を挙げている。 

・農業従事者にとって、担い手の確保・育成が最も重

要な課題として認識されているものの、新規就農者

支援の取組等は限定的なものにとどまっている。 

・地域の農業振興のリーダーとなるべき人材が不足

している。

・農業に興味を持つ子どもたち等に対する段階的か

つ継続的な担い手確保・育成の取組が必要。

栗東市農業の未来を 
託す多様な担い手の 

確保・育成  
①新規就農者及び後継者

等の支援・育成

②次代の担い手づくりの

推進

強
み

・人口は増加傾向が当面継

続する 

・大都市圏からの交通アク

セスがよい

・農業に興味を持つ子ども

たちなど潜在的な担い

手の層が存在する

・新たな担い手の確保（都市住

民等による援農ボランティ

ア、栗東ブランド農作物サポ

ーター等）

・市民等による援農システム

の構築

・小中学生等の農業体験の機

会の拡充

・農福連携、農学連携の推進

・企業との連携

・移住定住施策との連携した都市部からの人材の受入

弱
み

・農業従事者の高齢化が進

んでいる

・高齢化や後継者不足を理

由に農業の縮小／廃業を

考える農業従事者が多い

・次代のリーダーとなるべ

き人材が不足している

・各種担い手の育成と支援（認

定農業者、農業団体、農業後

継者、新規就農者等） 

・「終農」から「就農」への転換

支援 

・（再掲）小規模農業者等の安

定した農業経営に向けた支

援

５．市民理解、交流 
・地元農産物は、「新鮮」「安心」等との理由で市民に

よく購入されている一方、購入場所が分からないた

め購入できないとの意見がある。

・栗東市の特産品について若い世代の認知度は低い。 

・栗東市の農業のイメージとして「都市と農業の共

存」が市民に認知されている。

・市民にとって、農業を身近に感じることができる取

組に対する関心が高い。 

・農業従事者の市民農園等の貸し出しに対する関心

は高いものの、実際に貸し出されている農地は限ら

れている。

・地産地消の取組への農業従事者の参画はごく一部

にとどまる。

・生産者と消費者が直接触れ合える機会が少ない。

・棚田の保全活動（走井地区）など、地域住民やボラ

ンティア等が協働で取り組んでいる。

市民等とともに創る 
農のあるまち

①都市と農村の交流の活

性化

②農と連携したまちづく

り、コミュニティづくり

の推進

③農村文化の継承と新た

な魅力づくり

強
み

・市街地に多くの市民が暮

らす

・農業に関心、理解のある

市民が多い

・大都市圏からの交通アク

セスがよい

・美しい棚田景観等が住民

等の努力で守られている

・観光資源としての農地、農

産物の活用

・（再掲）市街地農地の有効活用

・市民、都市住民等と取り組む

農村景観、農村文化の保全、

再生 

・（再掲）農福連携、農学連携の

推進 

・（再掲）企業との連携

・食育の推進

弱
み

・農に関する PR や普及啓

発が不足している

・生産者と消費者をつなぐ

機会や場がない

・地産地消等の取組は限定

的

・市民、都市住民等が農と触れ

合える機会、場の充実 

・（再掲）地産地消の推進

・（再掲）栗東市農業について

の認知度向上、普及啓発（市

内・外）

・（再掲）フードロスへの取組

農作物・農業経営 

農地 

担い手 

連携・交流 

栗東市の 100年先を見据え、人と農業・農地が調和し、豊かな暮らしを享受できる

『農業を通じた持続可能な社会』の実現を目指します。その先駆となる今後 10年間

の将来像及び基本方針・目標等を以下と設定します。 

資料３

第２回基本計画等策定委員会 

2021.02.18 


